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-「児童の希望を生かした店づく5j」の実践から-

藤　村　佳　令

1　単元について

本学級の総合学習では,多様な集団の中で,様々な人間関係を持ち,その中で自己表現,自己承

認,仲間づくりができるようにすることをねらいの一つとしている。このねらいのもとで,本単元

では,学級内の児童同士,他の学級の児童,教職員,保護者などと関わりながら,``自分たちのお

まつり"を展開していくものである。

児童にとって『おまつり』は,身近な季節行事の一つである。児童は,それぞれ住んでいる地域

のおまつりに行ったり,子ども会などでおみこしを担ぐ活動に参加したりしている。その経験から

おまつりには,どのような物があるかということをイメージすることができている。また,校内で

の児童会活動や,昨年までの経験から「こんなお店をしたい。」「こんなふうに飾りたい。」など

"自分たちのおまつり''に対するイメージをもっている児童もいる。

本単元では,児童の経験や,したい催しの希望を生かしてグループに分かれ,それぞれのグルー

プでおまつりの活動をしていくように設定した。単元を展開するにあたり,次の3点を指導の目標

として取り組んだ。

e自分のしたい催しを選ぶことができるようにする。

・自分たちの催しをどのようにするか,工夫して準備することができるようにする。

e友だちと一緒におまつりの活動ができるようにする。

2　指導の実際

(1)指導内容と計画

次のような指導計画を立て,14時間の学習に取り組んだ。

店

客

①　第一次(イメージづくり)

過去の取り組みのビデオを見て,これまでの経験を思い起こし,おまつりに対するイメ一一ジが

もてるようにした。自分たちでおまつりをするためには,何が必要かを考え,そのために準備す
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べき物について話し合った。また,お好み焼き,ホットケーキ,ポップコーンの実物を児童に提

示し,実際に食べてみることにより,やってみたい店を児童の希望により決定するようにした。

②　第二次(準備)

グループ(3つの店別)に分かれて取り組んでいった。第一次で考えた準備物をもとに,店の

飾りづくり(3時間),チケットづくり(1時間),買い物(2時間)に取り組んだ。

(診　第三次(おまつり当日)

おまつりの当日は,食べ物をつくって売る(チケットと交換する)活動と,他の店に行って買

う(チケットと交換してもらう)活動とに分かれて行った。

売る活動では,つくる役,チケットと交換する役,「いらっしゃい」と声をかける役などの役

割分担をし,それぞれの児童の得意とする活動が生かせるようにした。保護者や低学年児童,教

職員,教育実習生にもチケットを配布しておいたため,かなり賑わい,忙しいながらも意欲的で

盛り上がりのある活動となった。

買う活動では,他の店の物は全部食べられるようにしておき,おまつりの雰囲気を楽しむとと

もに,来年度の活動へとつながっていけるようにした。

④　第四時(振り返り)

当日の写真やビデオにより,おまつりの取り組みについて振り返った。自分が実際に行った活

動だけでなく,友だちや全体の様子まで振り返ることができ,児童にとって充実した取り組みで

あったことがうかがえた。作文では,たくさんの文章が書けたり,その時の心情を表現すること

ができたりする児童が多くいた。

(2)実践報告(第二次,店の飾りづくり)

(》　児童の実態と課題

実　　　　 態 課　　　 _題 児　 童

これ までの経験 を もとに, 自分が した 自分の したい活動 を選び, どのように
◎⑥⑫⑬

いことを言 うことがで きる。 したらよいか工夫す るようになる。

これ まで経験 した中か ら, 自分の した

いことを選ぶ ことがで きる。

自分の したい活動 を選び, これまでの
経験 をもとに, 活動に必要な物が分か
るようになる。

④⑧⑨⑩⑭

2 つ以上の選択肢の中か ら, 自分 のし 自分の したい活動 をえらび, 活動 に必
①②③⑦⑪

たい ことを選ぶ ことがで きる。 要な物が分かるようになる。

②　本時の目標

友だちと一緒に,自分たちのしたい店の準備をすることができる。

③　授業仮説

これまでのおまつりの経験やパーティーの経験を想起する場を設定するならば,自分たちのお

まつりの店に必要な物を工夫して準備することができるであろう。

④　目標行動

目　 標　 行　 動 教　 師　 の　 支　 援 児　 童

これまでの経験からおまつりに必要な これまでの経験を整理できるような計 (9 ⑥⑫⑬
物が分かって準備できる。 画表を提示する。

これまでの経験からおまつ りに必要な これまで行った活動を写真等で捏示す
④⑧⑨⑩⑭

物 を選んで準備することができる。 る。

自分たちのしたいことに必要な物を準 手がか りとなるような具体物や写真を
①②③(9 ⑪

備することができる。 提示する。
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⑤　準備物

計画表(おまつりノート),おまつりの店に必要な物(各グループで準備した物)

②　学習の展開

学　 習　 過　 程 予想される活動
教　 師　 の　 働　 き　 か　 け

全　 体　　 i　　 個　 別

1. 始 まりのあいさつ

○おまつりの日程や

1.学習の始まりとして 1.本目の当番児童にこ

摩 苦る。

!
2 . お まつ りの確認 を

毎時間位置づける。　　 とばかけをする。

2.児①②③には, 誰を
2 .おまつりの日時や場　 招待したのか写真を捏

ー 慧 すること l

3 . グループごとに店

催しについて積極的 所, 招待 した人につい　 示しなが らことばかけ
に発言するであろう て問いかける。 をする。
(児④⑤⑥⑧⑩⑫⑭)

○グループ内で分担

e児⑦⑨⑪には, 自分

たちの催 しがわかるよr
うに,写真や絵を示す。

3.◎自分たちの催 しに　 3.◎ 児①② ③ ⑦⑪に
した活動をする際, ついて確認できるよう　 は, 準備するものが分

の準備をする。
i

グループの計画

i

買
摘 警

画

!

l次時蒜確認をする

!

4・ 終わ りのあいさつ

をする。

援助が必要であると に, 計画表 (おまつり かるよう, 計画表の自
思われる児童 (児① ノー ト) を示す。　　　 分で選んだ物を具体物
②③⑦⑪ ) の中から選ぶことがで
○計画表をもとに, ・児童が準備 しやすい きるように提示する。
積極的に準備を進め よ うに, 予 め部屋 の ・児⑫⑬⑭には, 他の
るであろう (児④⑤ コーナーを区切ってお 児童を援助しながら活
⑥⑧⑨⑩⑫⑬⑭)

○次時の活動につい

くようにする。　　　　 動をするようことばか

けをする。

・各グループで次時の　 ◎児①②③(蟄⑪には買
て見通 しをもつため 見通 しをもつことがで い物カードなど, 次時
に手がか りが必要で きるよう, 計画表で確　 の活動の手がか りとな
あると思われる児童 認する。　　　　　　　 るような物を示す。
(児①②③⑦⑪ ) ◎児④⑧⑨⑩には, 計

○次時の活動につい 画表で次時の活動が確
て見通 しをもった発 認できるようにことば

言をするであろう。 かけをする。
(児⑤⑥⑫⑬⑭ ) 4 . 始まりと同様に毎　 4 .本 目の当番児童に

時間位置づける。　　　 ことばかけをする。

3　考察

第二次(店の飾りづくり)における授業仮説は,妥当だったのだろうか。

これまでのおまつりの経験やパーティーの経験を想起する場を設定するならば,

自分たちのおまつりの店に必要な物を工夫して準備することができるであろう。

これまでの経験を想起する場として,昨年の様子を録画してあるビデオを視聴した。画面に映し

出される昨年の様子を見ながら出てきた児童の感想は,「どんな店をしたか」「何を食べたか」とい

うものが主だった。ビデオ視聴のあとそれぞれの店の飾りづくりに取りかかったが,食べ物を作る

ために必要な準備物以外は,児童の方からはすぐには出てこなかった。そこで,昨年の店はどんな

飾りがしてあったか,どんな店構えだったかなど,具体的な内容の問いかけをしたところ,いくつ

か思い出すことができたようだ。今年は「こんなものを作ろう」「こんなふうにしよう」という希

望と見通しのある言葉が聞かれるようになった。

ビデオ視聴による昨年の経験の想起は,指導者の言葉かけによる支援も含めて,これから取り組

んでいく活動の見通しをもつことができ,妥当であったと思われる。加えて写真などの視覚的な資

料が提示できれば,「今年はこのようにしたい」という児童の意欲はさらに深まったであろう。ま

た,初めての経験となる1年生にとっても,「おまつり」がどのような雰囲気なのか,どのように

進行されているのかをつかむことができ,ビデオ視聴の有効性は高かったと考える。(本校教諭)
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